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穿孔帯鋸による製材に関する研究 （I）

凍結材に対する効果について

桜井敏夫（木材加工学研究室）

Toshio SAKURAI

Sfndユes　on　Sawing　w1th　the　Perforated．Band。一Saw　B1ade　（I）

　　　　On　the　Cuttmg　Effect亡o　the　Frozen　Wood

　　　　　　　　ま　え　が　き

　鋸遠度，即ち，製材機械の鋸車の回転数を変えると，
　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
それにしたがって空転動力は急変する．今，電動機の最

犬出力をN肌ακ（KW）とし，空転動力をKr（KW）と

すれぱ，この．鋸速度v（m．／s）の下において，挽材に

用い得る挽材動力K（KW）は，次の制限をうげる。

　　K∠N㎜ακ＿Kr
　　　　　　　　　　　　　　　　　／02K
　供言弐帯鋸の挽材力F（kg）は・F－　Y　　で示され

るから，例え帯鋸のFが強度的に充分であっても，Kに

よって抑制される場合には，F㎜ακの状態で挽材するこ

とはできない．

　今N㎜α仁／5KW（電動機：20田，42吋帯鋸機）で出

力が一定の場合には，Vの増大にしたがって，Krが増

大し，Kは，K＝N肌α卜Krの状態になり，さらにVを

増せぱ，帯鋸のF肌α蛎ぽ動力的に抑制され，F耽ακで挽

材でぎなくなる。

　事た，送り力Q（Kg）と切込深さd（血m・）との関

係は，鋸遠度Vの如何に拘らず，変わらないことが実験
　　　　　　　　（2）
的にも知られているから，本実験では各遠度別におげる

Q，したがって，これと比例関係にあるFとaとの関係

を調ぺることにした。したがって，総ての挽材は必らず

しも、F㎜ωの状態で挽材することができたわげではな

い、

　本実験は，33．5～67．0m／・の間を6段階に変えて，ブ

ナ（Fagus　crenataB1ume）材と，これを凍結させた

場合の材（同一樹種であるにも拘わらず異質と考えられ

る）とを用いて鋸速度別に挽材を実施した報告である、

（供試帯鋸の諾元は，穿孔条件以外は同一である）

　凍繕材については，研究報告がほとんどなく，その物

理的特性が今目はなはだ不明瞭である。しかし，他の有

機物質と同様に考えると，木材中の遊離水の総てが凍結

するとは思えない、したがって，外気温度が0叩以下

になると，木材の含有水分は外周から氷結し始めるが争

一部の水分は過冷去Pの状態となって，凍繕層に共存して

残るはずである．ごのような木材に鋸を入れると，被切

削材面と切削鋸屑中の水分は，氷結によって受げていた

応力が開放されたことと，切削による衝撃によって瞬間

的に氷結し，増容する．また，切削力による復氷現象も

加わって，挽材面に凍結鋸屑層を形成するのではないか

と考える．そして，この凍繕層によって正確な正常挽材

が困難となり，送材速度が低下する、筆者の観察によれ

ば事一／0．C以下になると，特に凌繕が急進するように

思われる、この部分は半透明状となって，挽材面で簡単

に非凍結層と区別ができる．

何れにしても，凍結材は寒冷地方におげる冬期間の製

材作業を技術的に困難なものにしているが，その根本原

因が不明なため，今目，適切な解釈方法を図り得ないの

が実状である。

　本研究は，各鋸速度別に挽材を実施し，鋸速度に対す

る穿孔帯鋸の特性を調ぺると同時にまた，凍結材の挽材

の困難性の本質をも明らかにしようと考えた．

　次に，穿孔帯鋸の鋸屑排除の良好性については，すで
　　　　（3）（6）

に報告した通りであるが，穿孔のミ大き’さミミ数量ミ等

に対す亭排除能力との関係に対しては疎繕材を用い，挽

材面に完全に氷結す亭鋸屑層を離脱5計量して穿孔条件

との関係を調ぺ，その関係を明らかにしようとした。

　本研究に当っては，京都大学杉原教授の適切なる御指

導を得た。ここに深く感謝の意をささげる．またこの遂

行に当っては長年月尽力援助下された岐阜県林業試験場

伊東邦照研究員に改めて御礼申し上げる。

　A　BUNA材（未凍結）に対する特性

　本実験におげる供試材の挽巾は33c刎，鋸厚は24B．W．

G．2本（No．1，No．2）で計4回の試験に用いた腰入
　　　　（3）
量，背盛量はTab1e1に示す通りである。穿孔後の形態

を，Fig．1に示す，
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　なお，穿孔総面積の鋸身総面積に対する面積比をε％

で示すならぱ，何れの比もε＝4．／％である。

　　Tab1e．1．　Tension　and　Badk　radious．

κ2
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Tab1e．／で示された各帯鋸のNo．の番号を示す）

　　　　Origina1b一艮ndsaw

　　　　　（No．1　No．2）

25

ε＝4．／％

　Fig．1．　Perforated　band－saw　b1ad．e　for　test。

　　　　　（N・。1，N・．2）

　1）試験結果

　各鋸速度γにおげる・Vと挽材動カKとの関係をEig二

2に示す。（ミ○印ミは原帯鋸，ミx印ミは穿孔後）

　Kr曲線は，各鋸速度におげる空転動力を示す。した

がって，このKr曲線以下が挽材に使用できる動力の範

囲幸示している。
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　また，dとFとの関係を求めて，Fig，3に示す，（A

図：原帯鋸　B図：穿邪帯鋸・ミ○臥はV＝33．5～1
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す④またこれらのミ印ミに付したミ数字ミは何れも

．9

　1‘3’5791ゴ13
　　Th1ckness　of　wood－cut　per　tooth
　　d。（×10－2）（m㎜）．

Fig．3－A．　Re1ation　between　d一（m蛆）ana

　　　　F（kg）　by　various　cu抗ing　speea
　　　　v（皿1s）．

　　　　　Perforted　band萌w

25

ちの

さ
』

①20
ε

、3

誓

ち
φ15

佃

（lNo，1　No．2）

BUNA

　　　＾　　刈

　　　ム3逸‘み糾
　以逸2
盈1

γ
層2

引

！・
　　　　　⑧多

　　　　　◎多

　　　　　⑧3　　　　多／

　　8言ψ
　註　／
　　幽事　遜一

／
ぷ

㌻

畷3

V（ツ≦）

033，5～4｛、9

㊧44．7～50。ろ

真55岳9～67．0

　　1　3　5　7　9　1113て4
　　　Thickness　of　wood　cut　per　tooth
　　’d（x／0一・）（皿m．）．

Fig．3＿B．Re1ation　bet秤een．d一（m醐）ana

　　　　　F　（kg）　byマarious　cutting　speea

　　　　　v（皿／s）．

sokyu

sokyu

sokyu

sokyu



　一120一　　　　　　　　　　　島根農科大学研究報告

　2）考察
　醐g．2において，原帯鋸と穿孔帯鋸は何れも，V＜45

肌／・では，Kく（N肌肌一Kr）の状態であって，挽材に用

いた原動機の動力には未だ余力があった．したがって挽

材力FはF㎜ακであったと考えられる。しかしV＞45．

椛／・では，ほとんど電動機の最大出力N　mακで抑制され

ている状態となるから，挽材時のFは，（N㎜α卜Kr）に

よって抑制され，・F㎜ακで挽材していないと考えられ

る画

　低速において動力に余力があって，しかもとれを用い

られないのは鋸の能力によってFに制限がある．即ち，

Fはある一定値F〃ακを越えられないからである。即
　　　　102K
ちl　F－　V　の関係で示されるように・Fが一定な

ら，即ちF＝F㎜ακならば，VとKとは比例的な関係が

あるから，Yが増大すれぱ，Kも此例して増大する、

　ζれは，KがKr曲線で抑制される以前のvが45肌／・

以下では，ほぼ，このような比例関係で変化しているご

とからも判る。したがって，低速時におげる帯鋸の挽材

力Fは，その時の使用動カKが僅少で，動力に余剰があ

っても，常に同一または，’これに近い挽材力F肌ακで

挽材していたと見傲すことがでぎる。

　なお，高遠度において，原帯鋸が一般に，この動力規

制線Krを越えて挽材している傾向が認められるが，こ

れは，鋸身の挽材強度に余裕があって，電動機の瞬閲出

力を用いたためと考える。この点，穿孔帯鋸牢鋸身の強

度的関係によって，この出力が用いられ難いめではない

かと考える。

　また，Fig．3（A，B）において，動力的に抑制され

ていない低速度の場合は，二般にdも大ぎく，したがっ

てFも大きい。レかしdが同一の場合あFは，低速度ほ

ど，穿孔前後に差がないように思われるが高遠度の場

合，切込量小なる時，即ちd⑰＝dの場合は穿孔帯鋸の

FoはF⑰くFとなる傾向が強い．即ち，αは穿孔の場合

の方が大であり，bは小である。これはdo二dに対して

は，穿乳の方が動力の使用が少ないことを示している。

（Fo，d⑰等は穿孔後のF，d等を示す。以下同じ）

　即ち，同一速度に対してはヲ高速時にはd・＝d，

FoくFになり易いが，低遠になるほど次第にd・＝d，

F0≒Fとなると考えられる．この理由は，高速におい

ては空転に動力が消費され，切削に充分に動力が使われ

ず、従って切込量が少なく，鋸に無理がかからないか

ら，強度的に弱い穿孔帯鋸でも充分にその能力を発揚で

きるためであり。穿孔による潜在的な弱点が現われるに

いたらず有利な点のみが現われるためと考えられる．な

お，FとKとは此例関係にあるから，前述の関係は，動

力についても同様な関係が成立する。

第10号　A　（／％2）

　即ち，K即ちFが同一ならぱ，穿孔帯鋸は低速度より

も，高速度走行によって使用するのが，無穿孔の場合に

比してdが大きくなる傾向を示す、

　3）結語
　v二33．5～67．0㎜／・の問を6段階に分げて，穿孔帯鋸

の鋸速度に対する瞥性を検し，次のことが判った。

　即ち，低速度時におげるdと，それに要する動力Kは

　（Fから考えて）穿孔前後に削・ては差k生じない。し

かし速度が増大するにしたがって，d0＝dに対して必

要とするKは，穿孔の場合の方が小さくなる傾向を示

す。したがって，穿孔帯鋸は低速度におげるよりも，む

しろ高遠にして使用する方が，有利ではないかと考え

る。即ち，穿孔帯鋸は高速度の鋸速度で挽材した場合．

は，低速度におげるよりも動力の節約を図り得る可能性

があると考えられる．

　B　BuNA　凍結材に対する穿孔の特性

　今，帯鋸の側面摩擦力をb（kg）とし、Fとdとの

間の指数をαとするならぱ，挽材性能を示すと考えられ

る関係式はF＝αd＋bで示される。

　したがって，もし凍結材の挽材処理にあたって，■挽材

面に氷結する離脱困難な鋸屑が，穿孔帯鋸を使用するこ

とによって排除され得るならば，帯鋸の走行方向の低抗

が増加し，これにしたがって動力も変化し，普通材より

1大きな動力増加を示すと考えられる．そして，これによ

って，また，帯鋸の従方向の低抗増大によってαの値も

大ぎくなるはずである。

　本実験においては，ブナ材（生材）を冬期間，特に凍

結し易い状況（辛均一7℃，最低一／7℃）の下で、長
　　　　　　　　　　　　（3）
期間貯木したものを用いた。したがって，凍結の有無を

除げぱ・材質そのものの性質はA）の供試材と同一条

件のものである．貯木中の気温をFig．4に示す回

　　　　　　　　　鈍鼠疑骨
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　また，供試帯鋸は24B．W．G．2本（No．1，No．2）

で，穿孔後の実態をFig．5に示す．なお，本鋸は鋸屑排
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除機能を考慮して穿孔量を多くした苗即ちIεは4％と

6％である珂　ミ腰入量ミとミ背盛量ミは2．5肌と75榊

で，普通の場合より強度に施されている。（腰入量は何

れも帯鋸の長さ方向の曲率半径を130肌に曲げた場合の

Tension　Rad手ous）

　鋸速度は，すべてA）と同様で，v＝33．5～67．0㎜／・

の間を6段階に変えた画

　　　　　　　　　　No．／
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1）試験結果

Fig．6は原帯鋸と穿孔後のVとKとの関係を示す、

（X……原帯鋸，○……穿孔帯鋸）

Fig．アは，穿乳前と後のFとdの関係である。（A図

・・原帯鋸，B図……穿孔後）
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　2）考　　察

　本繕果とA）の未凍結材の結果と此較すれぱ，本凍

結材の場合，原帯鋸はKrの曲線の近くまで挽材でき一た
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ものはほとんどなく，特に低遠度においては動力消費が

非常に少ない、A）の場合Fig．2v＝33．5㎜／唇のと

き，Kは約8KWに対して本実験においては，65KW
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である．

　即ち，凍結材は挽材動力の使用ができにくい．この事

実は，充分に切込むことができないことを示しており，

また，電動機の瞬問出力も利用でぎないことを示してい

る。その理由は1ミ挽曲りミを生ずるために送り速度を速

めることがでぎ難いためである。これは，鋸身の側酉と

挽材面との間隙が固着した鋸屑層←よって，ほとんど充

’顛される状態となって，鋸身の方前性に対する安定度が

損なわれるためによると考えられる。即ち，これは歯振

の出の過小な場合あるいは，ミアテ材ミの挽材に示すよ

うな，挽材状態になると考えられる。

　次に，このような帯鋸に穿孔を施した場合，消費され

る動カは，原帯鋸に比べ，各鋸遠度とも急増している。

そして時にKr曲線を越す傾向も認められる。この傾向

はFig．2と比較しても明瞭に判る。即ち，tれは凍結材

に対して示す穿孔帯鋸の特質の一つと考えられる。

　即ち。穿孔することによりて，上述の障害となった付

着鋸屑を排除するために動力が必要となったことと，送

り速度をもまた遠くすることがでぎたためであると考え

られる。しかし，これらの点については，さらに次のF

と吐との関係から吟昧しなげれば判らない臼即ち，Fig．

7の結果から，迅の増大に対するFの増大傾向は未凍繕

材A）の場合に比して，穿孔後に大ぎくなることが判

る。したがって，ごれらの係数，常数の変化の傾向を表

示すれぱ，Tab1e．2の通りになる。

Tab1e　2．　Va1ues　of　F，αana　b（F＝αd．十b）・

Bandsaw
b1aae

Origina1

Perforatea

Cattingforce．Coefficient．Sid－e　frictio虹

Fmax（K1g）α　b（Kg）
20．8～22，1　　　　72∵95　　　　11．1～11，5

22．7～28．1　　　／42～／74　　　　6．8（’9．2

　（a）αについて

　αは急増している。これはFig．2によれぱ約／．4倍

（未凍結材）であるが，この場合は約／．8倍（凍結材）

程度と推定できる、これは挽材後，挽材面の観察によっ

て明らかとなることであるが，凍緒鋸屑層が，穿孔によ

って完全に排除されることとを合わせ考えると，αが鋸

屑層排除に関係していると考えられる。

　lb）bについて

　凍結材の場合，原帯鋸では非常に大きいごとを，

Tab1e．2が示す、かつ，穿孔後は低下する。即ち，b

は穿孔によって低下するということを，凍結材によって

さらに確認するζとができる、

　（c）　d。について

　Fig・7によれぱ，原帯鋸と穿孔後のaoは，京の増大に

も拘わらず，ほとんど変化していない。ごれは，動力K

は，穿孔後増大するが，d，したがって送り速度はそれ

ほど大きく変わっていないことを示す勺しかも高速度に

おいても・dの極くわずかな範囲を除き・ほとんど穿子L

前後のFとdとの関係は変わらない。即ち，同一動力の

下におげるdは普通材と異なって，穿孔後低下する傾向

を示す。これは凍結材に対する穿孔帯鋸の特色の一づで

あると考える。

　3）結語
　穿孔によるα，bの変化の傾向は，凍繕材において著

．しい臼特にαは2倍（／82％）近い増加率を示した、こ

れは鋸屑排除に原因すると考える、即ち，同一切込量に

対して，穿孔帯鋸は原帯鋸に比して，大きな動力を必要

とする。これは，挽材面に固着した凍結層の離脱排除に

動カを必要とするためであると考える、

　また，鋸屑が完全に排除される結果，bが減少し，帯

鋸自身の安定性が向上（Fの増大）しても，挽材の正味

動力以外の動力が多分に要求されるために，同一動力の

下におげる切込深さは，穿孔後において，かえって低下

する傾向を示す場合が生ずる。これは未凍結材Aの試験

結果と特に明瞭に相違する傾向であって，凍結材に対し

て示す，穿孔帯鋸の特色の一つと考える。’（勿論未凍結

材でも変化するがこの場合はその程度が著しい）

　C　穿孔の鋸屑排除能カ

　穿孔帯鋸が鋸屑排除に効果があるごとについては，種
　　　（4）（5）

々報告されているが，筆者の実験結果もまた同一の傾向
　　　　（6）
を示した。したがって，これは穿孔の普遍的特性である

と認めることができる。そしてその排除能力は，当然そ

の穿孔の形・量によって左右される。しかしながら穿孔

によって排除されたと認められる鋸屑量を直接に計量し

て，その排除能力如何を調べることは，帯鋸の切削機構

上から考えても，ほとんど実行不可能である。Lたがっ

て，上述の穿孔条件と排除龍力との関係は，直接的には

計り得ない邊しかるに，凍結材の場合は，排除できなか

った残余の鋸屑は，ほとんど完全に凍結して挽材面に固

着チる．この凍繕した鋸屑の量を離脱計量することによ

って、以上の穿孔条件と排除能力との関係を調ぺること

ができると考えた、

　即ち，穿孔条件を種々に変えて挽材し，その間に生じ

た挽材面への鋸屑の付着量を調へて，円形穿孔の大ぎ

さ，量と穿孔の排除能力との関係に検討を加えた。

　穿孔帯鋸は，Fig．8に示すNo．11，No．2，No．3の各

穿孔形式を用いた、したがって，穿孔の径φ＝／2．7，

19．0，25．4脇，穿孔面積比ε＝0．5，・／，2．4％であ

る。なおえ歯振の形状はFig・9争Tab1e・3に示す通りで
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ある．

　挽材巾は22㎝，送り速度は0．4㎜／・，従ってd二0．23

脇にした。
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　凍結鋸屑の採取方法と計量は，次のようにして行なっ

た．（Fig．10参照）材長220㎝の供試材の鋸断直後の左右

挽材面の中央部から100㎝の間隔（したがって22c刎x／00

剛内に凍結している氷着鋸屑を，ワイヤーブラシを用

いて完全に集牧し，これを，木材の比重を求める方法

＜JIS　Z2102（1957）＞に準じて，絶乾重量を求めた．

　挽材の回数は，各穿孔条件毎に5回であるから，穿孔

条件毎の資料を採取した総面積は左右の面を合せて

（1．／肌2×2）である．
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　1）試験結果

　帯鋸は何れも4吋巾の素材から目立加工された3本の

新鋸である．

　Fig．7に示す各帯鋸のε％と輝材面に氷着した鋸屑の

単位平方米あたりの絶乾重量G（9／榊）との関係を

Fig．11に示す。

　　　o　　　　Sawトいlde（Noろ）
　　　1＼

　　01．02．05．04．O
　　　Proportion　of　ho1es　areaε　（％）．

　Fig．11．Re1ation　betweenεand　G（sawd，ust）．

次に凍結材の挽材面に固着する鋸屑層が穿孔帯鋸によ

って排除される際に，挽材面に残る凍結鋸屑層の各種の

形態を調ぺた．これは通常の材の場合は，例え挽材面に

鋸屑が一時的に付着しても挽材中の震動や挽材後の移動

によって，挽材面から離脱して，完全には材面に残らな

い．しかるに，凍結材の場合は，全く固く氷結して，金

属片等によらなげれば離脱困難である．よって本実験

中，穿孔条件を変えるにしたがって，変化する鋸屑の氷

着層を形態別に5種類に大別した．これをFig．／2に示

す．

　本写真は，挽材後の板を2～3目閥室内に静置して，

凍結層を洛解乾燥させた後，硝子板面に薄い接着剤を塗

布して，これに重ね，上述の乾燥鋸屑を原状のまま接着

転移させたものであって，ほとんど完全に現状を再現で

ぎたものと考えられる．

　2）考察
　Fig．／／によれぱ，穿孔直径φの大なるφ＝25．4脇の場

合はε＝1％（S二532．0㎜）のとぎにすでにほとんど

完全に近く除去され，φ＝コ9．0脇の場合は，ε＝2％

（S＝154脇），φ＝12．7卿の場合は，ε＝4％（S＝

Genera1　form
（1）

ε÷0％

（2）

ε÷／％

ε÷2％

（3） （4）

Fi＆12．

Specia1　fGr工n

　　　（5）

ε÷4％

Examp1es　of曲e　brozen　sawd－ust1ayer　on　sawn1a皿ber

fig102201.pdf
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33．5脇）のとぎ，ほぽ完全に離脱排除される、即ちφの

大なるものの方が小なるものに比して，排除能力がより

大きいことが判った。

　今，鋸屑が完全に排除されるに必要なφとεとの関係

を，以上の排除能力から考察すると次のようになる。

φ＝12．7脇は，φ＝25．4脇に比して弘，φ＝19．O脇は％の

‘排除能力しか有しないことを示している。即ち，穿孔径

による能力の割合は払：％：／＝／：2：4である、

しかるに，その穿孔の直径の此は，／2．7：19．0：25．4÷

1：1．5：2である。したがって，今，穿孔の直径の自

乗比を求めれぱ，1：2．25：4となって，ほぽ前者の能

力比112：4に近い関係比となる、

　このように考えれぱ，これらの直互の関係は穿孔の個

々の面積が大きいほど排除龍力が大きく，能力比は穿孔

あ直径の自乗にほぽ比例しているように考える。

　Fig．／2によれぱ，穿孔の数量の増大にしたがって変化

する。凍繕層の形状は次のようにほぽ分げられると考え

る。

　（1）層形状

　　　原帯鋸の場合はほとんどこのような形状のものが

　　多い．なお，層の上端は挽材面の上端より2～3㎝

　　下（歯距程度）から始まるものが多い．

　（2）線形状

　　　原帯鋸による（1）の反対側にも生ずるが，穿孔量の

　　少ない時に多くでぎる。

　（3）団形状

　　　穿孔帯鋸によって生じたものが多く，排出不良の

　　場合である。

　（4）粉形状

　　　穿孔数量が増加して付着量も少なくなったときで

　　ある。

　（5）特殊形状（参考）

　　i）板目形状

　　　　針葉樹（松材）の年輪にそって氷結した鋸屑層

　　　であってラ春材部には着ぎ難い．

　　ii）斜行線形

　　　　鋸速度を遅くして，送り速度を遠くした場合に

　　　生ずる。挽材面も本形状と同様な波形の凸凹を生

　　　じその凸部に付着する。

　　　　（以上（5）の板目状以外は総てブナ材である）

　即ち，原帯鋸ではほとんど（1）のような状態で凍結する

が，このような状態では完全な挽材作業は困難である．

そして穿孔量の増加とともに次第に（2×3）等の状態となっ

て，最後は完全に（4）またはそれ以下となって鋸屑が排除

される。このような性能は勿論，普通材の挽材において

も同様な形態で付着すると考えるが，その実態は前述の

ように挽材直後に離脱して観察でぎない．しかも帯鋸の

条件と挽材条件によって，付着する鋸屑の状態はいろい

ろに変わるから，この関係は非常に複雑であって，これ

を明確にすることは今目未だ不可龍である。

　3）結　語

　穿孔条件を変えて凍結材を挽材し，そのとぎに付着す

る鋸屑量と穿孔の形と量との相互関係を調べた．その緒

果によると　般的傾向としては，穿孔径の大きいものほ

ど，小径に比して排除能力が大きくなる。し牟がって・

鋸屑排除能力g観点からは・小径のものを数多く穿孔す

るよりも，大径めものを数少なく穿孔する方が鋸屑の排

除効果が大きい、

　なお，本実験結果によれば，排除能力は穿孔の直径の

自乗に比例しているように考えられる、

　D　鏑　　要

　未凍結材及び凍繕材に対する穿孔帯鋸の性質を調ぺ

た、即ち鋸速度に対しては，33．5～67．0肌／・の間を6段

階に変えて，各速度に対する挽材カと切込深さとの関係

を調ぺ，原帯鋸と穿孔帯鋸による性能変化に検討を加え

た膚また，穿孔が示す鋸屑の排除能カを，挽材面に氷緒

する鋸屑を採取計量することによって，その間の関係を

調ぺると同時に，凍結鋸屑層の付着形態を分類して示し

た、

　以上実験で判った繕果は1次の通りである。

　（1）穿孔前と後におげる，同一切込深さd（脇）に対

する挽材動力K（KW）の比較では，低速度におげる場

合より，むしろ高速度時において差が生ずる、即ち・同

一dに対するKは，穿孔帯鋸の方が高速度の場合は小さ

いが，低遠ではほぽ同様である。

　この原因は低速度におげるときの鋸身の強度は争鋸屑

の排除如何でも左右されるが事高遠度においては特に鋸

屑排除が良好とな＝り，側面摩擦力b（kg）の低下により

挽材力F肌ακ（kg）が上昇するためと考えられる1

　（2）凍結材に対しては，F＝αd＋bの係数，αの増

大が著しい。これは鋸屑の離脱と排除に基づく鋸身の縦．毛

方向の低抗の増犬に基づくと考えた。したがって・同一

のKの下では，穿孔帯鋸のdoはdo＜d（穿孔前）にな

る場合もある、しかし，排除によって帯鋸の強度的安定

性が向上されるから，動力増加を考慮すれぱこの欠点を

排除でぎると考える。

　（3）穿孔の大小と鋸屑の排除龍力との関係は，大径の

ものほど瀧力が優る。その能力差はほぽ穿孔の直径の自

乗に此例する。したがって鋸身の強度への影響陛を除外

して考えれば，例へ穿孔総面積が同一であっても大径を

少なく穿孔する方が小径を数多く穿孔するよりも優る専
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Sulnlnary 

The main purpose of this test was to find the difference in the sawing efficiency between 

the green woods (BUNA) and frozen woods; the former were stored in a yard about 15C days 

after cutting, the latter were frozen in winter at Hida district (Temperature is shown in 

Fig. 4 ). 

The tests were carried in a usual practice of sawing by a 42/r bandsaw machine (20 H.P.), 

eguipped with automatic feed carriage ( ~ H.P.) using the perfprated saw blade which is 24 

B W G thick 4 u wide and of whrch dlameter of hole rs 12 7-25.4mm, and distance of hole 

centers rs 55 o-5~2 C m~ and rate of hole area (Total area of holes/Total area of band saw 

blade) 8 is 0.5-4.C~･ The model of saw blades are shown in Fig. I , 5 , 8 . (The model of 

the original no-hole blade is omitted). 

cutting speed V (m/s) were varied in 6 kinds of speed in a range of 55 .5-50 . 5 m/s and 

saw cuts were made as fast .possible within a limit of good cutting. 

Assuming that the cutting force -Fmax (kg) could be estimated by the net electric power 

K (KW) reguired , for cutting, F was calculated by the next formula, 

F L IC2 K 

~ V 
The relationship among the cutting force F (kg) , the depth d (mm) of wood cut per tooth 

and the side friction b (kg) of saw blade is the following, 

F =c(d+b (Here a is a coefficient.) 

Reltions between V (m/s) and K (KW) are shown in Fig. 2 (green woods) and Fig. 6 

(frozen woods), and relations between F (kg) and . d (mm) in Fig. 5 (green woods) and Fig. 7 

(frozen woods) 

These results seem to show that it takes larger electric load K (KW) in a cutting of 

frozen woods like BUNA (Fagus crenata Blune) by a perforated bandsaw than that of green 

woods. Generally speaking, the cutting force F (kg) and the coefficient c~ seem greater by 

the perforated bandsaws than by the non-perforated ones . and we find these trends are 

remarkable noticeable with frozen woods 

We surppose that the greater electric lord K (KW) and the greater coefficient cc should be 

originated in the frozen condition of woods and in the extrusive resistance of sawdust 

adhered to the face of cutting (as shown in Fig. 12), because the frozen sawdusts decrease 

in proportion to the rate of hole area 8 ~~ as shown in Fig.11. 
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